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化学療法を受けられる患者さんへ 

 

抗がん薬の治療では、病気に対する効果以外に、望ましくない 

作用（副作用）が出る場合があります 

 

副作用の中には 

１． 自分で気づくことができるもの 

２． 検査をすることでわかるもの 

があります 

 

ご自身でも、副作用について知っていただき、自分の体の変化に

気づいていただくことが大切です 

 

化学療法が安全に受けられるよう、医師や看護師、薬剤師など、

医療スタッフでサポートさせていただきます 

                          



副作用について 

化学療法によって現れる副作用は、人それぞれです 

使う抗がん薬の種類によっても副作用の症状は変わります 

症状の現れ方も個人差があります 

大切なことは、予想される副作用を十分に理解し、その対処を 

すばやく行うことです 

辛い副作用症状を我慢してしまうと体力が低下してきます 

体力の低下は、治療を続けることを困難にしていきます 

「副作用症状かもしれない」と思ったら、いつでも医師・看護師・

薬剤師にご相談ください 

 

 

それでは、副作用とその予防や対処方法について紹介します 

                                                                                                                           

     

 

 

 



 



【自分でわかる副作用】 

アレルギー症状 

抗がん薬の投与により、アレルギー反応が出ることがあります 

 

症状 

・ のぼせたような感じになり、顔が火照ってきます 

・ 全身のかゆみ、皮膚の赤みが出ます 

・ 寒気や冷汗が出ます 

・ 息苦しさや、咳や鼻水、息をするとヒューヒュー音が 

します 

・ 胸の痛み、脈が速くなったり、乱れることがあります 

・ 顔がむくみ、目・舌・のど･唇が腫れることがあります 

・ 熱が出ることもあります 

・ 便がしたいような感じになります（下痢を伴うことがあります） 

 

このような症状がある場合にはすぐに教えてください 

すばやい対処が必要です 

                         



吐き気  

症状 

・ 食欲低下や、匂いに敏感になったり、胃が重く感じたりします 

・ 時々、吐くこともあります 

予防 

・ 抗がん薬を始める前に、吐き気止めの薬を使用します 

・ 吐き気予防には、薬による予防が大切です 

対策 

 食べられる時に、食べられるものを少しずつ食べてください 

 我慢せずに、吐き気止めを積極的に使いましょう  

 吐き気が起こりそうな前に、予防的に飲んでください 

 冷たい水で、うがいをしてみましょう 

 食事は、口あたりの良いものを少しずつ食べましょう       

 音楽を聴くなど、気分転換できる方法を考えましょう 

 吐き気が強く、食事や水分がとれない時は、水分を点滴で補

給することもできます            

      

食べられないことで気持ちが落ち込むことがありますので、 

我慢せず、早めに病院へ連絡してください   

                        



口内炎 

免疫力の低下により、口内炎ができやすくなります 

抗がん薬投与後、2日～10日目で出ることが多いです 

 

症状 

・ 口の中がざらついたり、腫れぼったく感じたりします 

・ 水や食べ物が浸みたり、口の中が腫れたりします 

予防・対策 

 口の中を清潔にしておくようにしましょう 

 食後の歯みがきは、ヘッドが小さめのやわらかい歯ブラシなど

を使用し、粘膜や歯肉を傷つけないようにしましょう 

 歯ブラシで刺激を感じる場合は、スポンジスワブを用いたり、

指で磨いたり、うがいだけにしてみましょう 

 うがいはこまめに行いましょう （目安は、1日 8回以上）  

（起床時、毎食前後、寝る前） 

 うがいは水道水で構いませんが、口内炎ができてしまったら、

専用のうがい薬で行いましょう （うがい薬の処方できます）        

 口の中の粘膜を刺激するような食べ物は避けましょう 

 体温程度の食べ物や、ゼリー、プリン、アイスクリーム等 

喉ごしのよいものが好ましいです             

 



 

味覚障害 

 抗がん薬投与により、舌の表面にある味を感じる味蕾（みらい）

細胞が障害を受けることで味覚異常が起こります 

また、食欲不振などにより、亜鉛の摂取量が減ったり、口内炎が

生じることも味覚異常の原因になります  

味蕾細胞の再生には亜鉛が必要です 

症状 

・ 何も食べたくない気持ちになります 

・ 何を食べても美味しくない（味がしない）と感じます 

・ 唾液の量が減るため、口の中が乾燥します  

 

対策 

 口の中の乾燥予防のため、１日５回以上うがいをしましょう 

 食事が摂れなくても 1日３回は歯ブラシをしましょう 

（舌苔は舌ブラシや綿棒で優しくブラッシングしてください） 

 食前に水やレモン水、炭酸水でうがいをすると、唾液の分泌が

促され、口の中がさっぱりして味覚の回復を促すこともあります 

 飴やシュガーレスガムを噛んだり、甘酸っぱい食事をとるように

してみましょう （梅干し、酢の物、ケチャップ味など） 



 

 熱いものより冷たいもので、喉ごしがよいものを選んでみるの

もいいです 

 「食べられるかもしれない」という気持ちを大切にして、食べら

れるものを食事の時間にこだわらず好きなタイミングで食べて

みてください 

 亜鉛を含む薬の処方もできますので、症状が辛い場合は相談

してください 

 

 

【亜鉛の豊富な食品】 

アーモンドやカシューナッツなどのナッツ類、かぼちゃの種 

松の実、えんどう豆、きなこ、ごま、煮干し、たたみいわし 

するめ、ホヤなどの貝類、味付き海苔、ビーフジャーキー 

ココア、抹茶、アマランサス、豚レバ－、煮干し、ウナギ、牡蠣 

カニ缶、はまぐりの佃煮、牛肉、パルメザンチーズなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下痢 

抗がん薬投与中から数時間以内に起きる下痢と、投与後 24 時

間以降に起きる下痢（遅発性）があります 

腸の粘膜障害や白血球減少による感染などが考えられます 

 

症状 

・ 水のような便が頻回に出ます 

・ 時々、お腹がしぶるように痛くなります 

対策 

 整腸剤や下痢止めで調整します 

 下痢の回数、量、持続時間など記録に残しましょう 

 1日に 5回以上の水様便がある場合は連絡してください 

 点滴で栄養・水分を補給することができます 

 常温のスポーツドリンクをこまめに摂るようにしましょう 

 カリウムを多く含む果物などの食品（バナナなど）を摂りましょう 

 炭酸や食物繊維の多い物、乳糖を含む食品や刺激の強い物、

脂質の多い食品は避けましょう 

 

 

 

 



便秘 

抗がん薬や副作用予防に用いられる制吐剤によって、治療直後

から 1週間以内の時期に起こりやすくなります 

また、食事量が減ると便秘になりやすくなります 

 

症状 

・ 便が硬くなり、3日以上便が出ないこともあります 

・ お腹が張って苦しくなることもあります 

・ 吐いてしまう場合もあります 

 

対策 

 水分を多く摂るようにしましょう 

 リラックスしてできる適度な運動を心がけましょう 

 ウォシュレットで肛門を刺激してみましょう 

 食物繊維の多い食品（芋類、きのこ類）や乳製品の整腸作用

を高めるオリゴ糖を一緒に摂りましょう 

 便秘傾向がある方は、整腸剤や下剤を上手に組み合わせて

使っていきましょう 

 

               



しびれ 

しびれは、目には見えない感覚異常です 

抗がん薬の回数、量の蓄積により、症状が強くなることがあります 

 

症状 

・指先や足先の違和感があり、感覚が鈍くなります 

・ボタンを留めるのが難しく、物がつかみにくくなります 

・正座した後に足がしびれるような感覚があります 

・足裏に薄い板が一枚張り付いているような感覚があります 

予防・対策 

 痛みを感じない程度に、指 1本 1本マッサージしてみましょう 

 熱いものに触れないようにして、低温熱傷に気を付けましょう 

 炊事用のゴム手袋を使用してみましょう 

 体を冷やさないようにしましょう 

 手足の感覚が鈍くなるのでケガに気を付けましょう 

 つまずきそうなものを床に放置しないようにしましょう 

 段差につまずきやすいので転ばないように気を付けましょう 

 ヒールや締め付けの強い靴、サンダルなど足先の保護ができな

い履物を避けましょう 

 しびれを和らげる薬の処方もできますので、相談してください 



血管痛 

抗がん薬の投与によって、静脈の炎症や刺激を引き起こす薬剤

があります 

 

症状 

・ 点滴が入っている腕の血管に沿って、張ったような違和感や

痛みを生じることがあります 

・ 時間が経ってから腕の痛みを感じたり、血管に沿って、つっぱ

り感、硬くなる、赤み、熱感などの症状が出ることがあります 

予防・対策 

 血管痛が出やすい薬剤を使用する場合は、投与時に腕全体を

保温して血管を広げることで、できるだけ抑えていきます 

 点滴直後は腕に力をいれるような動作は避けてください  

（重い物を持つ、手提げや袋を長時間さげるなど） 

 帰宅してから、血管に沿って痛みが強くなったり、赤く腫れあが

ったり、硬くなるようであれば、病院へ連絡してください 

 

 

 



脱毛 

薬剤によって脱毛の程度は異なります 

多くの場合、抗がん薬投与後 2～3週間ほどで脱毛が始まります 

脱毛は一時的で、治療終了後、1～3 ヶ月程度で生え始めます 

（発毛直後は髪質が変化することがあっても、個人差はあります

が、1～2年で元の髪質に戻ります） 

 

症状 

・ 頭皮がピリピリし始め、かゆみが出てきます 

・ 抜け毛が多くなり、まつげや体毛も抜ける場合があります 

・ 脱毛し始めると、頭に汗をかき、湿疹ができることがあります 

対策 

 長髪の方は脱毛前に髪を短くカットすることで、脱毛時のケア

がしやくすなります （抜けた毛量を少なく感じられます） 

 脱毛前に、ウィッグや綿帽子を準備しておくといいでしょう 

 抜け始めた髪が散らばらないようケアキャップもおすすめです 

 脱毛中のパーマやカラーリングは頭皮への刺激が強いため控

えましょう （治療終了後は、医師の許可を得てください） 

 清潔を保つために、やさしく泡立ててシャンプーをしましょう 

（低刺激シャンプーを使用してもよいです） 



 長時間のドライヤーの使用は避けましょう （低温・弱風、冷風） 

 頭皮の乾燥予防に保湿ケアをしましょう 

 髪の毛が抜け終わったら、頭皮マッサージをするといいでしょう 

（脱毛後の頭皮は、もみほぐすことで血行がよくなり、育毛のた

めの栄養が毛根に届きやすくなります）  

 眉毛の脱毛に対しては、治療前に顔写真を残しておくと、眉の

位置や形で迷ったときに確認できます 

 まつ毛が抜けた場合、眼鏡を使用することで、ごみや埃が目に

入るのを防いでくれます 

 ウィッグのパンフレットもありますので、医師や看護師にお気軽

に声をかけてください 

 

脱毛によって見た目が変わることで、自分自身が変わってしま

うのではないかと不安や悲しみを感じてしまうことがあります 

また、社会生活への影響を気にされることもあるでしょう 

気持ちが前向きになれるように、今できることを一緒に考えて

いきましょう 

 



爪の変色・皮膚の色素沈着・皮膚の乾燥 

抗がん薬投与により、皮膚や爪の新陳代謝を行う細胞がダメージ

を受けることにより起こります 

また、皮脂腺自体もダメージを受けるために皮脂の分泌量も低下

し、皮膚表面は非常に乾燥した状態となります 

症状 

・ 皮膚全体が乾燥し、皮膚が角質化して固くなります 

・ 乾燥した皮膚から感染を起こす場合があります 

・ 皮膚にシミができることがあります 

・ 爪が乾燥し、割れたり、二枚爪になることがあります 

・ 爪が黒くなることがあります 

対策 

 保湿クリームはすりこむように塗りましょう  

（自分が持っているもの、病院でも処方できます） 

 指先も１本１本マッサージしながら保湿しましょう 

 軟膏の塗る回数は決まっていませんが、手は２０回/日、 

足は３回/日、全身は朝、寝る前１回/日を目指しましょう 

 紫外線が強い季節には、日光による刺激を防止するために 

日焼け止めを使用しましょう 

 治療終了後は徐々に皮膚や爪の状態が改善していきます                                                                                           



【検査でわかる副作用】     

白血球（好中球）の減少 

血液中の白血球は、体の中に侵入してくる異物（ウイルスや細

菌）を防衛する働きを持っています 

抗がん薬を投与すると、血液の成分を作る骨髄の機能が抑制さ

れ、一時的に白血球が少なくなり感染しやすい状況になることが

あります （7～14日目に最も下がることが多いです） 

 

症状        

・ 感染が起きると、発熱やだるさ、食欲不振などが起こります 

予防 

 石鹸で手洗いを行いましょう 

 うがいは１日 5～8回以上行いましょう 

 外出時は、使い捨てマスクをして出かけましょう  

 人ごみを避けましょう 

 発熱が続く時には、内服薬が必要になります。病院に連絡をお

願いします 

 感染を気にして一歩も外に出ない、全く誰とも会わないなどの

行動はストレスにつながります 

 



血小板の減少 

血液のもとを造る骨髄が抗がん薬投与によって影響を受け、血

液を造る機能が低下した状態をいいます 

血小板は、出血時に血液を固める働きがあり、減少すると 

「出血しやすい」「血が止まりにくい」 状態になります 

 

症状 

・ 鼻を強くかむと、鼻血が出やすくなります 

・ 出血しやすく、血が止まりにくくなります 

・ 体を少しぶつけたり、皮膚を強くこすったりすることによって皮

下出血 （青あざ） になることがあります 

 

予防・対策 

 けがや打撲に注意しましょう 

 歯ブラシは軟らかいものを使いましょう 

 髭剃りは電気カミソリを使用しましょう 

 下着や服、靴などは圧迫しないものを選びましょう 

 採血後は採血部位をしっかり押さえ、止血を確実にしましょう 

 眩暈や立ちくらみがある時はゆっくりした動作を心がけましょう 

 



肝臓の障害 

多くの抗がん薬は肝臓で代謝されるため、個々の肝臓の

代謝を超える薬剤が投与された場合や以前より肝機能障

害がある方は発症の原因となる場合があります 

症状 

・ 何も症状が出ないことが多くあります 

・ だるさや、発疹、皮膚の色が黄色くなったりします 

予防と対策 

 十分な休息をとるようにしましょう 

 肝機能改善薬を使用することがあります 

 

腎臓の障害 

症状 

・ むくみ、頭痛、脱力感等の症状が出ることがあります 

・ 尿の回数が少なくなります 

予防と対策 

 日頃から、尿の回数や色を観察しておきましょう 

 １日に１回は体重測定しましょう 

 水分摂取を心がけましょう 

 排尿は我慢しないようにしましょう 



排泄物の処理 

抗がん薬投与後 48 時間は便や尿の他、汗、血液、吐物中に

抗がん薬が含まれます 

対策 

 周囲への飛び散りを最小限にするよう、できれば洋式トイレを

使い、男性も座って排尿しましょう 

 トイレ使用後は、便器の蓋を閉めて、２回 トイレの水を流した

ほうがよいでしょう 

 便器の蓋がないトイレを使用する時は、座ったまま、2 回トイレ

の水を流しましょう 

 トイレの便座は、ウェットティッシュ （トイレ用） で拭いてくださ

い 

 排泄物・吐物で着ているものが汚れてしまった場合は、手袋を

して水洗いをし、その後は通常通り洗濯機で洗ってください 

 ストーマ用品や、オムツなどの処理は手袋を着用して行い、二

重にしたビニール袋に入れ、密閉して一般ごみとして廃棄して

ください 

 石けんと流水で手を洗いましょう 

         



医療費 

 化学療法は高額になります 

 高額療養費制度を活用してください 

 自己負担額が自己負担限度額を超えた場合、超えた分の払

い戻しを受けられる制度です  

（自己負担額は加入している健康保険によって異なります 

また、自己負担限度額も年齢や所得によって異なります） 

 高額療養費制度は各健康保険組合によっても申請先が違い

ますので確認してください 

 医療費についてのパンフレットがありますのでお声かけください 

 

その他、ご不明な点はいつでもご相談ください 

          

 

東邦大学医療センター大橋病院 外来化学療法室 

   〒153－8515 目黒区大橋２－22－36   

TEL03-3468-1251  内線 3030 （令和元年 12月改訂）           


